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地
元
で
就
職
し
た
き
っ
か
け

市
内
の
高
校
か
ら
、
京
都
市
の
大

学
に
進
学
し
ま
し
た
。
就
職
活
動
を

始
め
た
当
初
は
、
舞
鶴
に
戻
っ
て
就

職
す
る
こ
と
は
あ
ま
り
考
え
ず
、
京

都
や
大
阪
で
就
職
活
動
を
し
て
い
ま

し
た
が
、
夏
休
み
に
舞
鶴
市
の
合

同
就
職
面
接
会
「
ふ
る
さ
と
コ
ー
ル

M
A
I
Z
U
R
U
」
に
両
親
の
勧
め

も
あ
り
参
加
し
ま
し
た
。

面
接
会
に
参
加
す
る
ま
で
は
、
丸

玉
産
業
が
手
掛
け
る
業
務
の
内
容
は

よ
く
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
企
業

ブ
ー
ス
で
の
説
明
で
、
舞
鶴
工
場
が

合
板
だ
け
で
な
く
、
フ
ロ
ー
リ
ン
グ

を
は
じ
め
と
す
る
室
内
建
材
な
ど
も

製
造
し
、
大
手
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
に

多
く
納
品
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を

知
り
ま
し
た
。
ま
た
、
希
望
し
て
い

た
事
務
職
の
募
集
が
あ
っ
た
こ
と
か

ら
受
験
し
、
採
用
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

も
の
づ
く
り
産
業
の
力
に
な
り
た
い

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
係
と
し
て
お

客
様
へ
の
対
応
や
工
場
で
使
わ
れ
る
原

材
料
な
ど
が
納
品
さ
れ
る
と
き
の
窓

口
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

納
品
の
正
確
さ
は
、
工
場
全
体
の

作
業
工
程
に
も
大
き
く
関
わ
っ
て
き

ま
す
の
で
、
配
達
で
初
め
て
工
場
に

来
ら
れ
る
運
転
手
さ
ん
に
も
、
短
時

間
で
的
確
に
理
解
し
て
も
ら
え
る
よ

  
舞鶴の企業で働く若者の声

二谷 美穂 さん（26）
丸玉産業㈱舞鶴工場　勤務

舞鶴市字浜66  商工観光センター４階
【開設日時】月～金曜日、９時～17時
（土・日曜日、祝日、年末年始を除く）

☎63・0810　℻  62・4589

舞鶴で働きたい人の総合窓口
ジョブ・サポートまいづる

ジョブ・サポートまいづる 検索

　市内で求人予定のある企業約50社の
事業内容や採用情報、会社の特色・PR
ポイントなどを発信。
◇URL: http://www.maizuru-koyou.org/

ウェブサイト
「舞鶴働く場ガイド」もチェック

舞鶴市と高浜町の企業
50社が参加して行われる
合同就職説明会を開催。両
地域の合同開催は初めて。
【日時】
11 月 5 日㈯ 13 時～
15時30分

【場所】
商工観光センター
▶詳しくは、企業立地・雇用促進課（☎66・1021）へ。

舞鶴市・高浜町合同就職フェア
～地元で働き暮らしたい人へ～

保護者のための就活勉強会
～保護者ができる就活支援～

最新の就職環境や就職活動の実態、保護者としての
就活の支援、地元企業の魅力と採用情報など、保護者
を対象とした説明会を開催。市外で働いているお子さ
んのＵターンを考えている人にもお勧めです。無料。
【日時】12月４日㈰14時～15時30分
【場所】商工観光センター
【対象】大学・短大・専門学校などの
学生（院生も含む）の保護者など。
▶詳しくは、企業立地・雇用促進課
（☎66・1021）へ。

う
工
夫
し
て
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

他
に
も
、
社
員
の
出
退
勤
や
残
業

時
間
の
管
理
と
い
っ
た
人
事
管
理
業

務
も
担
当
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
担
当
し
て
い
る
業
務
だ

け
で
な
く
、
自
社
製
品
に
関
す
る
知

識
を
深
め
、
会
社
の
業
績
向
上
は
も

ち
ろ
ん
、
市
の
「
も
の
づ
く
り
産
業
」

全
体
の
発
展
に
貢
献
で
き
る
よ
う
が
ん

ば
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

休
日
に
は
歴
史
探
訪

大
学
に
進
学
し
て
、
一
度
舞
鶴
を
離

れ
て
い
ま
し
た
の
で
、
舞
鶴
で
生
活
し

て
い
た
と
き
に
は
気
付
か
な
か
っ
た
故

郷
の
良
い
と
こ
ろ
を
改
め
て
感
じ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
特
に
、
自
然
に

囲
ま
れ
た
環
境
で
空
気
や
水
、
魚
介

類
も
新
鮮
で
お
い
し
い
と
改
め
て
実
感

し
て
い
ま
す
。

車
で
通
勤
し
て
い
る
う
ち
に
運
転

も
す
っ
か
り
上
達
し
、
時
間
が
あ
れ

ば
興
味
の
あ
る
史
跡
や
寺
社
を
巡
る

た
め
、
京
都
ま
で
足
を
の
ば
す
な
ど

「
歴
史
探
訪
」
を
満
喫
し
て
い
ま
す
。

市
内
に
も
、
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
ワ

ク
ワ
ク
す
る
よ
う
な
史
跡
な
ど
が
た

く
さ
ん
あ
る
の
で
、
今
後
は
舞
鶴
を

は
じ
め
近
隣
市
町
の
寺
社
も
巡
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
・コ
メ
ン
ト
手
続
制
度

区
域
区
分
見
直
し
基
準（
案
）に
ご
意
見
を

　一般廃棄物の減量化と適正処理について審議する
「舞鶴市廃棄物減量等推進審議会（会長＝山川肇・京
都府立大大学院教授）」を設置。10月５日、赤れんが
２号棟で第１回会議を開催しました。
　同審議会は、今年度見直した新たな「一般廃棄物処
理基本計画」に基くごみの減量化施策などについて審
議していただくため、市民や関係団体、学識経験者な
ど計12人で設置したものです（任期は２年）。
　今後、ごみの減量に向けた施策について議論いただ
く予定です。　　　　　　　　　　　　  《生活環境課》

都市計画

廃棄物減量等推進審議会を開催

ごみの減量に向けて

　

市
で
は
、
次
世
代
が
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
の
実
現
と
舞
鶴
版
コ
ン
パ
ク
ト

シ
テ
ィ
を
推
進
す
る
た
め
、
都
市
計
画
の
区

域
区
分
の
見
直
し
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
舞
鶴
市
新
た
な
都
市
計
画
制

度
検
討
会
で
進
め
て
い
た
市
街
化
区
域
・
市

街
化
調
整
区
域
の
線
引
き
を
行
う
「
区
域
区

分
見
直
し
基
準
（
案
）」
が
ま
と
ま
り
ま
し

た
の
で
、
市
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
手
続
制

度
に
基
づ
き
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
募

集
し
ま
す
。

□
提
出
方
法　

様
式
は
自
由
。
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、「
区
域
区
分
見

直
し
基
準
（
案
）
に
対
す
る
意
見
」
と
明
記

し
、
郵
送
か
持
参
、
フ
ァ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
お
問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム

で
都
市
計
画
課
ま
で
。
匿
名
、
電
話
、
口
頭

に
よ
る
意
見
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

□
募
集
期
間　

11
月
25
日
㈮
〜
12
月
25
日
㈰

ま
で

□
基
準
（
案
）
の
公
表
場
所　

同
課
の
ほ
か
、

市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
、
西
支
所
、
加
佐
分
室
、

中
央
・
東
・
西
・
南
公
民
館
、
大
浦
・
城
南

会
館
、
東
・
西
図
書
館
で
閲
覧
可
。
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
。

□
提
出
さ
れ
た
意
見
の
取
り
扱
い　

提
出
さ

れ
た
意
見
な
ど
を
考
慮
し
て
最
終
案
を
作

成
。
ま
た
、
意
見
の
概
要
と
意
見
に
対
す
る

市
の
考
え
方
を
整
理
し
公
表
し
ま
す
。
氏
名

な
ど
は
公
表
し
ま
せ
ん
。

▼
詳
し
く
は
、
都
市
計
画
課
（
☎
66
・

1
0
4
8
）
へ
。

日時 場所

11月27日㈰
10時30分～11時30分 商工観光センター

11月29日㈫
19時～20時 西駅交流センター

11月30日㈬
19時～20時 中総合会館

12月８日㈭
19時～20時 商工観光センター

12月10日㈯
10時30時～11時30分 西駅交流センター

区域区分見直し基準（案）にかかる

説明会を開催

　意見の募集に合わせて、「区域区分見直し
基準（案）」への理解を深めていただくため
に次の通り説明会を開催します。
　いずれも同じ内容で実施。

【説明会の日程】

ご自宅に残っているお薬はありませんか？

残薬バッグのご利用を
　舞鶴薬剤師会では、「残
薬バッグ運動」を実施中で
す。これは、現在通院中の
人が飲み忘れなどで自宅に
薬が残っている場合、「残
薬バッグ」に薬を入れてか
かりつけ薬局に持参して頂くと、薬局が医療機関と連
携を取り、次回受診時に残薬調整することで無駄をな
くし薬剤費の負担軽減を図る取り組みです。
　自宅に残っている薬があれば、薬局などで無料で配
布する「残薬バッグ」に入れて、近くの薬局までお持
ちください。

【実施期間】　12月末まで
【残薬バッグの配布場所】　舞鶴市内の調剤薬局、訪問
看護事業所、地域包括支援センターなど
【主催】　舞鶴薬剤師会・京都府薬剤師会
【共催】　舞鶴医師会・舞鶴歯科医師会
▶詳しくは、ヘイワ薬局（☎ 77・1078）か地域医療
課（☎ 66・1051）へ。

▲第１回会議の様子

▲残薬バッグ
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